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平成24年２月14日に提出いたしました第36期第２四半期（自平成23年10月１日 至平成23年12月31日）

四半期報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため、四半期報告書の訂正報告

書を提出するものであります。 

  

第一部 企業情報 

 第２ 事業の状況 

  ３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 

   （１）業績の状況 

    （メディカル事業） 

  

訂正箇所は  を付して表示しております。 

  

第一部 企業情報 

 第２ 事業の状況 

  ３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 

   （１）業績の状況 

    （メディカル事業） 

（訂正前） 

円高ドル安ユーロ安の為替の影響や、当第２四半期以降のタイ洪水に伴う影響、国内直販化に向け

た代理店在庫の一時的な調整などの減収要因があったものの、国内及び海外市場向けの売上高は共に

増加いたしました。 

＜省略＞  

また、海外向け売上高は、円高によるマイナス影響を受けたものの、欧州市場及び中国市場を中心

とした取引が好調に推移し、売上高は増加いたしました。  ＜以下、省略＞ 

  

（訂正後） 

円高ドル安ユーロ安の為替の影響や、当第２四半期以降のタイ洪水に伴う影響、国内直販化に向け

た代理店在庫の一時的な調整などの減収要因があったものの、売上高は増加いたしました。 

＜省略＞ 

また、海外向け売上高は、欧州市場及び中国市場を中心とした取引が好調に推移したものの、円高

によるマイナス影響や、米国市場でのタイ洪水の影響を受けた一時的な供給調整などにより、売上高

は減少いたしました。  ＜以下、省略＞ 

１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

２ 【訂正事項】

３ 【訂正箇所】
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